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桜花学園は､ 明治36年 ｢心豊かで､

気品に富み､ 洗練された近代女性の育
成｣ を建学の精神に掲げ ｢桜花義会看
病婦学校｣ を設立しました｡ 以来､ 本
校は100年以上の伝統のもとにこの精神
に基づいた女子教育に徹し続けていま
す｡ その礎は､ 時代の新しい女性とし
て､ しなやかにたくましく､ 自信をもっ
て生き抜く桜花生の姿のなかに息づい
ています｡ 伝統ある女子教育を継承し
た学園だからできる人間教育｡ 豊かな
心を育み､ 学生の個性を大きく花開か
せます｡��������
桜花学園大学の､ 学生一人ひとりを

尊重し､ 学生の自己表現を支援するこ
とに最善を尽くす教育理念を実現する
ため､ 小グループによる教育を基本に､
教職員と学生の距離を近く保つシステ
ムは､ 桜花の教育の特色として伝統を
今日に生かしたものといえます｡ また､
海外の異文化との接触や､ 地域活動へ
の参加を積極的に支援し､ 様々な成果
を上げています｡���������
◆保育学部
保育学科 １３０名
国際教養こども学科 ４５名

◆学芸学部
英語学科 ５０名���������������������
キャンパス内には桜花学園大学保育

学部､ 名古屋短期大学保育科､ 専攻科
保育専攻､ 付属幼稚園､ 教育保育研究
所や体験農園など保育関連の施設が整
い､ 保育を学ぶ上では理想的な保育総
合キャンパスとなっています｡����
小一プロブレムや幼保一元化などの

ニーズや課題が複雑化する中､ さまざ
まなケースに柔軟に対応できる質の高
い教育・保育が必要とされています｡
保育学科では､ 単に資格を取得するの
ではなく､ 保育学と教育学をともに学
び､ 高度な専門性を身につけるととも
に､ 常に保育実践を分析し､ 高めるこ
とのできる研究者の視点を持った教育
者・保育者を養成しています｡ 卒業と
同時に小学校教諭免許を含めた３つの
資格・免許を取得して子どもの発達を
見通す力を身につけることができます｡

��������� (設置届出中)
グローバル化の進展に伴い､ 多様な

文化背景や価値観を理解して保育・幼
児教育に携わる人材が求められていま
す｡ 2018年４月に開設される ｢国際教
養こども学科｣ は､ 日本と海外の教育・
保育を学修して２か国の保育資格を取
得すると共に､ グローバル時代に対応
した国際的な教養と､ 日本語と英語に
よる高いコミュニケーション能力をあ
わせ持った､ 日本と世界の子どもの教
育と福祉に貢献できる人材を養成する
保育学部の新しい学科となります｡���������������
保育学部の特徴の１つが就職実績で

す｡ 2017年３月現在では､ 121名の希望
者全員が専門職 (幼稚園教諭・保育士
等) に就職 (100％)､ 公務員教育・保
育職には65名が就職し､ 累計65％以上
の学生が公務員に合格しています｡���������������������������������
中高６年間の英語教育で培われた英

語を ｢生きた英語｣ として実感するに
は､ 毎日の生活の中で楽しみながら英
語に親しむことが大切です｡ 英語での
受信・発信の機会を増やし､ その潜在
能力を引き出す､ そして同時に､ 世界
とつながる仕事に結びつく幅広い教養
を身につける､ それが学芸学部英語学
科です｡������������
＜英語力アップ＞
日本人教員を含むすべての教員が英

語を使用し､ 大学生活の全てを英語で
過ごす環境を用意しています｡ 毎日浴
びるように英語を聞き､ 英語で考える
力を身につけます｡
＜国際理解＋観光＞
観光､ エアライン､ 貿易､ 教育など､
さまざまな世界で生きるために必要な
国際感覚を､ 国際関係・観光・文化・
文学といった多様な授業で養います｡
＜英語×第２外国語＞
中国語・韓国語・スペイン語を ｢社

会と文化｣ の学びも交えて多角的に習
得します｡��������
大学生活に入ってすぐに英語の能力

を高める場を作ることが最も重要と考
え､ １年次に５週間の海外英語実習を
実施します｡ 2016年度の実習先はアイ

ルランド､ アメリカ､ オーストラリア
の３か国から選択｡ 費用の約半分 (35
万円) を大学が負担します｡��������
１年次 英語に慣れる
外国語のスキルを徹底トレーニング｡
週に４～５回の英語授業で徹底して
学びます｡ 全員が必修の ｢海外英語
実習｣ で英語力を向上､ 外国との文
化の違い・共通点などを体験し国際
的な視野を広げます｡

２年次 英語で考える力･国際理解力を培う
英語で考える力をきたえ､ 幅広く世
界を理解する授業など国際人として
必要な幅広い教養を身につけます｡
また､ 将来に活躍したい分野を見つ
け､ 準備します｡
３年次 各自の関心を活かして専門分野へ
専門演習 (ゼミ) で興味を追及しな
がら進路を絞り込みます｡
検定や海外留学､ 研修への挑戦も応
援します｡
４年次 対応力を身につけ､ 社会へ
卒業論文を完成させることを通して､
物事の本質を考える力､ 研究結果を
自分の言葉として英語で表現する力
を養います｡������
学芸学部のカリキュラムでは就職を

意識した科目が多いことが魅力のひと
つです｡ 授業を通してキャリア形成へ
の意識が少しずつ育まれます｡ 学生参
加型の授業や英語漬けの環境が､ 社会
で必要とされる ｢人間力｣ を鍛えます｡
2017年３月､ 第５期生が卒業し社会

へ巣立ち､ これまでの主な就職先は､
ANA成田エアポートサービス､ スイス
ポートジャパン､ ロイヤルパークホテ
ルマネジメント､ 日本旅行､ 近畿日本
ツーリスト､ 住友電気工業､ ネッツト
ヨタ､ 日本郵便､ 中学校・高等学校教
諭などで就職も好調です｡������
◆保育学部 保育学科
保育士資格､ 幼稚園教諭一種免許状､
小学校教諭一種免許状
◆保育学部 国際教養こども学科
保育士資格､ 幼稚園教諭一種免許状､
オーストラリアの保育士資格
(設置届出中の為､ 変更になる場合もあります)

◆学芸学部 英語学科
中学校教諭一種免許状 (英語)､
高等学校教諭一種免許状 (英語)

保育学部・学芸学部

所在地 〒470 1193 愛知県豊明市栄町武侍48
電 話：0562 97 5503 (代表)
ＦＡＸ：0562 98 1162
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大学ホームページ：http://www.ohka.ac.jp E-mail：koho@ohkagakuen-u.ac.jp
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http://www.ohka.ac.jp
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